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i心までチャーミングに化粧するKEWAISHI （化粧師）小三馬
文•おかむら良（映画評論家）
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iだ子供の頃、母のオシロイ（白粉）で好きな人形に化粧をし、

ついでに自分の顔も真っ白にしておこられた。

高校時代のデートでは、母のピンクの口紅て背背伸びをした。

大学の入学式前には自前の口紅を買った。

デーションを塗リ、アイラインを引き、口紅を塗る、木格的な化粧を初めてしたの 1ふヽつだったがしら••9 ゜

・ 呉服屋の女主人と芸妓を除くど、この作品に登場する女性たらはみんな初めて化粧をする。

北ても幸せ。なぜなら間に合せの化粧品や試供品ではなく、小三馬というプロの手でしてもらうのだから
J 

彼女たらはらょっと緊張し背筋をのばして鏡の前に座リ、

きれヽヽになってヽヽくこどを確かめながら、今iでと遠う新しい自分と出会う。

こんな感動があれば初めて化粧をした日のこども、その時のドキドキ感も、いつまでも党えているだろう。

「お化粧をしてもらって、もうひどリの私がいるんだってわかったんだよ」

化粧で変わった光夫の母の藤子は、どiどう夫に向かってこんなこどを言った。

毎日を母どして妻どして必死に生きてきた藤子は、小三馬の化粧で眠っていた女の部分に光をあてられて、やさしく変わっていった。

見合いをする純江や劇団の受験写真を操る時子は、小三馬に化粧をしてもらいながら、

心の中の複雑な想いを整理して、新しい人生に向かって歩きだす党悟を固めていく。

今風に言えば人気のメイクアップアーティストどいうこどになる化粧師 (KEWAISHIど読みiす）の小三馬は、化粧を通して女性たらを変え

彼は、あなたの中にはこんなあなたもし、るよ、あなたにはこんな女性に変身する可能性があるよ、どきっかけを作ってくれる。

小三馬は変身の入リロiでは連れていってくれるけど、そこから先は「心に化粧するのはあなた自身」と

クールに言い切って、自分て成長していくしかないんだよど背中を押す。

分を知ってヽヽると思し、かヽけれど、自分が知ってヽヽる自分なんてほんの一部どし、う気がする。

だから生きるこどにも恋するこどにも好奇1\:;,‘っは＼、のわたしたち女性は、

化粧をすることで心iでチャーミングにしてくれる小三馬に出会いたし ‘o
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h今は使われなくなっt美し、日木］も｀三こ：：ん｀な味：三三：：：三□:;,:。::の内外而虹‘呈
人の心を豊かに化粧（I tわい）していく化粧師・小三馬を演じるのは椎名桔平。

彼を瓦）巻く女性たらには、菅野美稔・池脇千鶴・柴咲つウの若手から、

ぃlだあゆみ・柴田埋恵・岸木加世子・小林幸子・菅井きんなどのベテランiで、彩＇）も鮮やかな女優陣が顔を揃える。

そして田だ術・佐野史郎・岩城滉ー・大杉漣ら演技派俳優陣がさらなる味わいを加えていく。

小三馬にかかわる女性は、「化粧」によって力を与えられ、生き方に対する大きな影響を受け、前向きに羽 1 ftこいてヽヽき、
エール

、感情までも笠かに枯かれてヽヽく。 21世紀に生きる女性たらへの応援歌てである。


